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5万分の1地質図幅の新刊
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5万分の1地質図幅

地域地質研究報告

貫く中新世の酸性貫入岩もみられる.この貫入岩に伴って

錫･亜鉛･硫化鉄などの鉱床群が形成されている.祖母山

火山岩類は1,000mにおよぶ試錐によって確認された傾山

カルデラの形成をはさみ前･後期に大別されそれらは更

に3分されている.臼杵一八代構造線を境とし秩父帯の

北側には上部白亜系大野川層群が断片的に露出し本層群の

分布する大野川地溝帯は朝地変成･深成岩帯と竹田断層で画

されている.
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⑧｢荒城の月｣の岡城趾で有名狂竹田市を中心とする本地域は

阿蘇カルデラのすぐ東側に位置し地質構造的には西南日本

の内外両帯にまたがる.先シルル系(?)から第四系まで

いろんな時代の岩層が分布し地質が変化に富んでいること

各著者がそれぞれの専門分野における多年の研究成果を周辺

地域の資料を盛込んで詳しく記述しているので報告書は

150ぺ一ジをこえ質量ともかなり充実している.なお

種々の機関で実施された試錐の資料カミ活用されている.

竃本地域の南東部を占める秩父帯には上部古生界のほか変成

岩･圧砕花闇岩･シルル系･下部白亜系が黒瀬川式構造帯に

そって分布しておりこれらを不整合に覆って第三紀の見立

(礫岩)層や祖母山火山岩類カミ発達し上記の岩類･地層を

⑧新生界としては前述の秩父帯のもののほか中新世中期から

更新世前期にかけての溶岩･火砕岩･礫層が大野川地溝帯以

北に点々と露出し`これらを不整合に覆って阿蘇火山噴出物

がほとんど全域にわたり広大な分布を示す.本地域北縁部

では後者と指交する九重火山噴出物もみられる.阿蘇火山

の噴火活動には4つの大規模なサイクルが識別されそれぞ

れに対応する火砕流堆積物はAso-1-2-3一岨と呼称

されこれらの間にはより小規模な活動を示す降下火砕物や

一部では溶岩が挾まれている.

竃種々の地質系統が分布ししかも典型的な火砕流堆積物がよ

く発達しているので竹田地域はよい地質巡検地であり多

数の写真･露頭スケッチ･柱状図･地質図類などが付されて

いる本研究報告書は適切匁巡検案内書となるであろう.
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